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熱帯起原の有用植物は食用， 工芸用さら
には木材用をとわず重要なものが多く， ま
た多様性に富む。例をあげるまでもないが，
トウモロコッ， サッマイモ， バナナ， ピー

ナッツ， サトウキビ， ココ ナツ， アプラヤ
ッ， バ ラゴムノキ， チ ー クなど， 植物とし
ての種数は数百に及ぶであろう。

ところで， いま，対象を食用作物に限っ
てみると， 現在の世界の主要な人口がその
生存を託しているのほ穀類， 根莱類， マメ
類のほかバナナ， サトウキビ， ココナツを
含めても約20種類余りの作物種にほぼ限ら
れていることに気づく。しかも， 限られた
作物種が栽培の主力として典味をもたれ，
また研究上も重視される傾向は最近とみに
顕著となっている。それらは， 作物として
の食味や生産力， 栽培技術の普遍性などの
見地からみて， 選ばれただけのことはある，
いわば精鋭作物であろう。しかし， より限
られた作物種が栽培面敬の多くを占める趨

勢は， 世界的な規模で単作の増大傾向を推
進する結果をもたらしつつある。過度の単
作， 連作は士猿生産力の低下， 病虫害多発，
気象変動に対する作柄の不安定， 地城とし
ての平衡のとれた農産物自給力の低下など，
種々の弊害をもたらすことは， 従来から危
惧されているとおりである。

さて， 表題の原書はこのような世界の農
業の現況を背景として， さらには予想され
る食糧不足を危惧してアメリカ合衆国の未
開発熱帯植物に関する特別研究部会が作成
した報告書である。報告害が作られるに至
った経過は明らかでないが， 主要な目的1ま，
熱帯有用植物のうち， 未だに充分理解され
ていないと思われる種を選んで， 今後さら
に開発利用するための問題点を整理し， 資
料を呈示することである。

過去における熱帯有用植物研究やその普
及利用をふりかえってみると， 対象とされ
る植物とその栽培における選択，いわば優




